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研究要旨 

アジソン病を代表疾患とする成人発症の原発性副腎皮質機能低下症を対象として、全国

調査を行い、その中で採取・収集された患者血液検体を用いて、抗体検査および遺伝学的検

査を実施する。さらにアジソン病の診断基準・重症度分類の改訂案を作成する。 

 

Ａ．研究目的 

アジソン病（原発性副腎皮質機能低下症）

は、副腎から分泌される主要なホルモンで

あるコルチゾールの分泌不全に伴い、全身

倦怠感や食思不振など多様な臨床症状を呈

する疾患である。抗副腎抗体による自己免

疫的機序で副腎が破壊される病態が知られ

ているが、抗副腎抗体陰性のアジソン病も

確認されており、その病因については未解

明な点が多い。 

本研究では、成人におけるアジソン病の

全国調査を行い、先天性副腎皮質機能低下

症の原因として報告されている既知の遺伝

子異常について、その成因への関与を評価

することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 全国の内分泌診療を専門とする施設を対

象として、アンケートによる一次調査を行

う。さらに同意が得られた場合は、血液サン

プルの採取を行う。血液サンプルは、抗副腎

抗体の測定と遺伝学的検査に使用する。 

 

（倫理面への配慮） 

慶應義塾大学医学部倫理委員会の審査を受

け、研究協力者の権利・負担に配慮した適切

な運用を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

「成人発症の原発性副腎皮質機能低下症

（アジソン病）における先天性原発性副腎

皮質機能低下症の責任遺伝子解析と自己抗

体測定：全国規模の疫学調査」を慶應義塾大

学医学部倫理委員会に申請し、承認プロセ

スを得ていたが、学内倫理規定の改訂に伴

い再申請が必要となり、再度の倫理申請を

行っている。 

 

Ｄ．考察 

成人におけるアジソン病の病因に対する
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遺伝子異常の関与が示されると期待される。 

 

Ｅ．結論 

 アジソン病のおける、抗体検査および遺

伝学的検査を実施する。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

なし 

 

 2.  学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

なし 

 

 2. 実用新案登録 

なし 

 

 3.その他 

なし 
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